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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １３ 

令和 ３年 ５月２７日 

午前・午後 ２時５０分   

議会名 令和 ３ 年 第 ４ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 １１ 番     菅 原   達 

答弁を求める者 

(選択してください) 市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１.コロナ禍での地域経済活

動の支援について 

（１）地域経済へのダメージ

の緩和について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）コロナ禍に適応した持

続可能な地域経済活動への支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 直接的な財政支援について 

 昼のみ営業の飲食店や、観光関連事業など、

経済的なダメージに対する支援が充分でない事

業者に対し、事業を持続させるための直接的な

財政支援について、市独自に行う必要があると

考えるがいかがか、伺いたい。 

 

② 即効性のある域内の消費循環への支援について  

 地域の事業者を地域で支える観点から、地域

に限定した商品券の発行など、域内の消費循環

に繋がる即効性のある支援策を講じる必要があ

ると考えるがいかがか、伺いたい。 

 

① 感染拡大防止を徹底した域内循環型の経済活動

への支援について 

 感染症予防、３密回避、コロナワクチン接種

完了など利用者の感染対策の徹底及び飲食店の

「感染防止対策認証」などを条件に、当面は県

内に限定した域内循環型で持続可能な経済活動

を支援すべきと考えるがいかがか、伺いたい。 
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２.避難体制の強化について 

 

（１）個別（避難）計画の策定

について 

 

 

 

 

（２）地区防災計画の策定の

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）福祉避難所の体制の見

直しについて 

 

 

 

 

 

（４）的確な避難情報の提供

について 

 

 

 

① 福祉専門職による計画策定支援について 

 行政が策定の主体となり、高齢者や障がい者

のケアに携わるケアマネジャーや相談支援専門

員など福祉専門職に計画策定に参加してもらう

べきと考えるがいかがか、伺いたい。 

 

① 地区防災計画への反映も視野に入れた（仮称）

流域治水協議会の設置の進捗状況を伺いたい。 

 

② 災害リスクの高い地域を優先した地区防災計画

の策定の推進について 

 流域治水の計画への反映と個別支援計画との

整合を図り、災害リスクの高い地域を優先した

地区防災計画の策定を強く推進すべきと考える

がいかがか、伺いたい。 

 

① 指定避難所の指定及び直接の避難の促進につい

て 

 福祉避難所ごとにあらかじめ受入対象者を特

定して公示することで、指定避難所としての指

定の促進及び直接の避難の促進に繋げるべきと

考えるがいかがか、伺いたい。 

 

① 河川の水位の監視と情報の活用について 

 豪雨災害に備え、河川の水位の監視で得られ

る情報をどのように有用な避難情報として活用

するのか、伺いたい。 

 

② 避難指示の周知及び対象地域の適正化について 

 避難勧告・指示の避難指示への一本化に合わ

せ、制度の周知及び避難指示の対象地域の適正

化にも配慮し、より安全で確実な避難行動を促

す必要があると考えるがいかがか、伺いたい。 

 

 

 


